
(57)【要約】

【課題】分岐接続体２０は、パイプに圧入する方向へコ

ンパクトに構成するとともに、狭いスペースであっても

装着作業性に優れたていること。

【解決手段】分岐接続体２０は、パイプＰに接続される

コネクタ２２と、主ホースＨ１を接続する第１接続部２

４と、副ホースＨ２を接続する第２接続部２６とを備え

ている。第１接続部２４および第２接続部２６は、コネ

クタ２２から２股に分岐形成されており、コネクタ２２

の軸方向である第１方向ｄ１と第１接続部２４とのなす

角度をθｍと、第１方向ｄ１と第２接続部２６とのなす

角度をθｓとすると、θｍが４５～７０゜となるように

上記第１接続部２４が上記コネクタ２２から分岐形成さ

れ、θｓが６５～９０゜となるように上記第２接続部２

６が上記コネクタ２２から分岐形成されている。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
パ イ プ （ Ｐ ） に 対 し 第 １ 方 向 （ ｄ １ ） へ 圧 入 さ れ る こ と に よ り 接 続 さ れ る コ ネ ク タ （ ２ ２
） と 、 該 コ ネ ク タ （ ２ ２ ） か ら 分 岐 形 成 さ れ 主 ホ ー ス （ Ｈ １ ） を 第 ２ 方 向 （ ｄ ２ ） へ 挿 入
す る こ と で 該 主 ホ ー ス （ Ｈ １ ） を 接 続 す る た め の 第 １ 接 続 部 （ ２ ４ ） と 、 上 記 コ ネ ク タ （
２ ２ ） ま た は 第 １ 接 続 部 （ ２ ４ ） か ら 分 岐 形 成 さ れ 副 ホ ー ス （ Ｈ ２ ） を 第 ３ 方 向 へ 挿 入 す
る こ と で 該 副 ホ ー ス （ Ｈ ２ ） を 接 続 す る た め の 第 ２ 接 続 部 （ ２ ６ ） と 、 を 備 え た 分 岐 接 続
体 に お い て 、
上 記 第 １ 方 向 （ ｄ １ ） と 上 記 第 ２ 方 向 （ ｄ ２ ） と の な す 角 度 を θ ｍ と し 、 上 記 第 １ 方 向 （
ｄ １ ） と 上 記 第 ３ 方 向 （ ｄ ３ ） と の な す 角 度 を θ ｓ と す る と 、
θ ｍ が ４ ５ ～ ７ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 １ 接 続 部 （ ２ ４ ） が 上 記 コ ネ ク タ （ ２ ２ ） か ら 分
岐 形 成 さ れ 、 θ ｓ が ６ ５ ～ ９ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 ２ 接 続 部 （ ２ ６ ） が 上 記 コ ネ ク タ （
２ ２ ） か ら 分 岐 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 岐 接 続 体 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 分 岐 接 続 体 に お い て 、
上 記 第 １ 接 続 部 （ ２ ４ ） お よ び 上 記 第 ２ 接 続 部 （ ２ ６ ） は 、 上 記 主 ホ ー ス （ Ｈ １ ） お よ び
上 記 副 ホ ー ス （ Ｈ ２ ） 　 　 が 上 記 コ ネ ク タ （ ２ ２ ） を 中 心 に し て 鉛 直 方 向 に そ れ ぞ れ 配 置
さ れ る よ う に 上 記 コ ネ ク タ （ ２ ２ ） か ら 分 岐 形 成 さ れ て い る 分 岐 接 続 体 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の 分 岐 接 続 体 に お い て 、
上 記 コ ネ ク タ （ ２ ２ ） は 、 上 記 パ イ プ （ Ｐ ） に 対 し て 回 り 止 め 機 構 を 備 え て い る 分 岐 接 続
体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ホ ー ス を 含 む 配 管 を 分 岐 し て 接 続 す る た め の 分 岐 接 続 体 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 　 来 、 こ の 種 の 分 岐 接 続 体 は 、 例 え ば 、 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 に 用 い ら れ て い る 。 図 ８
は 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の 冷 却 水 路 に 接 続 さ
れ る パ イ プ Ｐ に 、 金 属 製 の 分 岐 接 続 体 １ ０ ０ を 接 続 す る と と も に 、 こ の 分 岐 接 続 体 １ ０ ０
か ら 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ Ｇ に 接 続 す る 主 ホ ー ス Ｈ １ を 接 続 す る と と も に 、 リ ザ ー ブ タ ン ク Ｒ Ｔ
に 接 続 す る 副 ホ ー ス Ｈ ２ を 接 続 し て い る 。 分 岐 接 続 体 １ ０ ０ は 、 パ イ プ Ｐ に 接 続 す る た め
の ス ト レ ー ト 形 状 の 接 続 ホ ー ス Ｈ ３ を 備 え 、 ま た 主 ホ ー ス Ｈ １ 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ お よ び 接 続
ホ ー ス Ｈ ３ を 接 続 す る ニ ッ プ ル １ ０ ４ ， １ ０ ５ ， １ ０ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ を 配 策 す る に は 、 ま ず 、 分 岐 接 続 体 １ ０ ０ の ニ ッ プ ル １ ０
４ ， １ ０ ５ ， １ ０ ６ に 主 ホ ー ス Ｈ １ 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ お よ び 接 続 ホ ー ス Ｈ ３ を そ れ ぞ れ 組 み
付 け て お く 。 そ し て 、 自 動 車 の 組 立 ラ イ ン に て 、 接 続 ホ ー ス Ｈ ３ の 片 側 を エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の
パ イ プ Ｐ に 、 方 向 ｄ １ へ 圧 入 す る こ と に よ り パ イ プ Ｐ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
な お 、 分 岐 接 続 体 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ の も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ １ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ９ ３ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ３ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し 、 従 来 の 分 岐 接 続 体 １ ０ ０ は 、 パ イ プ Ｐ に 接 続 す る た め の 接 続 ホ ー ス Ｈ ３ を 必 要 と
し 、 所 定 の 長 さ 以 上 の 装 着 代 を 必 要 と し て い る 。 こ の た め 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ 側 の パ イ プ Ｐ の
付 近 に 、 エ ア ー ク リ ー ナ Ａ Ｃ な ど の 周 辺 部 品 が 配 置 さ れ る 場 合 に 、 主 ホ ー ス Ｈ １ が 周 辺 部
品 に 干 渉 し 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 パ イ プ Ｐ の 周 辺 の ス ペ ー ス が 狭 い 場 合 に は 、 圧 入 す る 方 向 ｄ １ と 同 じ 方 向 に 長 い 主
ホ ー ス Ｈ １ お よ び 短 い 接 続 ホ ー ス Ｈ ３ が 配 置 さ れ る 分 岐 接 続 体 １ ０ ０ は 、 パ イ プ Ｐ に 取 り
付 け る 作 業 性 が よ く な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 技 術 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 パ イ プ に 圧 入 す る 方 向 へ コ ン パ
ク ト に 構 成 す る と と も に 、 狭 い ス ペ ー ス で あ っ て も 装 着 作 業 性 に 優 れ た 分 岐 接 続 体 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び そ の 作 用 ・ 効 果 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 本 発 明 は 、
パ イ プ に 対 し 第 １ 方 向 へ 圧 入 さ れ る こ と に よ り 接 続 さ れ る コ ネ ク タ と 、 該 コ ネ ク タ か ら 分
岐 形 成 さ れ 主 ホ ー ス を 第 ２ 方 向 へ 挿 入 す る こ と で 該 主 ホ ー ス を 接 続 す る た め の 第 １ 接 続 部
と 、 上 記 コ ネ ク タ ま た は 第 １ 接 続 部 か ら 分 岐 形 成 さ れ 副 ホ ー ス を 第 ３ 方 向 へ 挿 入 す る こ と
で 該 副 ホ ー ス を 接 続 す る た め の 第 ２ 接 続 部 と 、 を 備 え た 分 岐 接 続 体 に お い て 、
上 記 第 １ 方 向 と 上 記 第 ２ 方 向 と の な す 角 度 を θ ｍ と し 、 上 記 第 １ 方 向 と 上 記 第 ３ 方 向 と の
な す 角 度 を θ ｓ と す る と 、
θ ｍ が ４ ５ ～ ７ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 １ 接 続 部 が 上 記 コ ネ ク タ か ら 分 岐 形 成 さ れ 、 θ ｓ
が ６ ５ ～ ９ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 ２ 接 続 部 が 上 記 コ ネ ク タ か ら 分 岐 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に か か る 分 岐 接 続 体 で は 、 第 １ 接 続 部 に 主 ホ ー ス を 接 続 し 、 第 ２ 接 続 部 に 副 ホ ー ス
を 接 続 し て 、 コ ネ ク タ を パ イ プ に 圧 入 す る こ と に よ り 、 流 体 の 回 路 の 配 策 が さ れ る 。 ま た
、 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 が コ ネ ク タ に 対 し て 、 ２ 股 に 分 岐 し て 力 を 加 え や す い 位 置
関 係 お よ び 角 度 、 つ ま り θ ｍ を ４ ５ ～ ７ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 １ 接 続 部 が 上 記 コ ネ ク タ
か ら 分 岐 形 成 さ れ 、 θ ｓ が ６ ５ ～ ９ ０ ゜ と な る よ う に 上 記 第 ２ 接 続 部 が 上 記 コ ネ ク タ ま た
は 第 １ 接 続 部 か ら 分 岐 形 成 さ れ て い る の で 、 分 岐 接 続 体 を パ イ プ に 接 続 す る 際 に 、 主 ホ ー
ス に 加 え た 力 を 、 第 ２ 接 続 部 を 介 し て コ ネ ク タ に 伝 達 す る こ と が で き 、 装 着 作 業 性 に 優 れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 を コ ネ ク タ に 対 し て 上 述 の θ ｍ お よ び θ ｓ の 角 度 で 配
置 す る こ と に よ り 、 第 １ 接 続 部 に 接 続 さ れ る 主 ホ ー ス を 、 エ ン ジ ン と ラ ジ エ ー タ と の 間 隔
が 狭 い 車 両 で あ っ て も 容 易 に 配 策 で き る と と も に 、 装 着 作 業 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 第 １ 接 続 部 お よ び 上 記 第 ２ 接 続 部 の 好 適 な 態 様 と し て 、 上 記 主 ホ ー ス お よ び 上 記 副 ホ
ー ス が 上 記 コ ネ ク タ を 中 心 に し て 鉛 直 方 向 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る よ う に 上 記 コ ネ ク タ か ら
分 岐 形 成 す る こ と に よ り 、 分 岐 接 続 体 が パ イ プ に 対 し て 回 転 す る モ ー メ ン ト を 低 減 で き 、
上 記 コ ネ ク タ を パ イ プ に 対 し て 回 り 止 め 機 構 の 機 械 的 強 度 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で 、 副 ホ ー ス が 主 ホ ー ス よ り 流 量 が 少 な く 、 か つ 細 い 管 で あ る 場 合 に は 、 θ ｍ は θ ｓ
よ り 小 さ い 角 度 で 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 主 ホ ー ス の θ ｍ を 大 き く す る と 、 主
ホ ー ス か ら パ イ プ に 流 れ る 流 路 変 更 の 角 度 が 大 き く な っ て 流 量 抵 抗 が 大 き く な る か ら で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 の 構 成 ・ 作 用 を 一 層 明 ら か に す る た め に 、 以 下 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例
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に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ １ ） 　 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ の 概 略 構 成
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ を 備 え た 自 動 車 エ ン ジ ン 周 辺
を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ２ は 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 付 近 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ
の エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク の 端 部 に は 、 冷 却 水 を ラ ジ エ ー タ Ｒ Ｇ に 送 る た め の 自 動 車 用 ウ ォ ー タ
回 路 Ｗ Ｃ が 配 策 さ れ て い る 。 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ は 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ に 接 続 さ れ る 分
岐 接 続 体 ２ ０ を 備 え て お り 、 こ の 分 岐 接 続 体 ２ ０ に 補 強 糸 を 埋 設 し た 主 ホ ー ス Ｈ １ お よ び
副 ホ ー ス Ｈ ２ を そ れ ぞ れ 接 続 し て い る 。 主 ホ ー ス Ｈ １ は 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ と ラ ジ エ ー タ Ｒ Ｇ
と を 接 続 す る ラ ジ エ ー タ ホ ー ス で あ り 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ は 、 主 ホ ー ス Ｈ １ に 対 し て 分 岐 し た
バ イ パ ス 用 の ホ ー ス で あ る 。 副 ホ ー ス Ｈ ２ は 、 リ ザ ー ブ タ ン ク Ｒ Ｔ も 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回
路 Ｗ Ｃ に と り こ み 、 エ ア ー 抜 き 性 な ど を 改 善 す る た め に 接 続 す る た め の も の で あ る 。 自 動
車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ は 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ に 主 ホ ー ス Ｈ １ お よ び 副 ホ ー ス Ｈ ２ を 接 続 し た
状 態 に て 、 自 動 車 の 組 立 ラ イ ン に て 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の 冷 却 水 路 に 分 岐 接 続 体 ２ ０ を 接 続 す
る こ と に よ り 配 策 さ れ る 。 以 下 、 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ の 各 部 の 構 成 に つ い て 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ２ ） 　 各 部 の 構 成
（ ２ ） － １ 　 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の 接 続 用 の パ イ プ Ｐ
図 ３ は 分 岐 接 続 体 ２ ０ を 接 続 す る 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の エ ン ジ ン
ブ ロ ッ ク の 端 部 に は 、 パ イ プ Ｐ が 突 設 さ れ て い る 。 パ イ プ Ｐ は 、 金 属 ま た は 樹 脂 か ら 形 成
さ れ て お り 、 流 路 を 有 す る パ イ プ 本 体 Ｐ ａ を 備 え て い る 。 パ イ プ 本 体 Ｐ ａ の 外 周 部 に は 、
分 岐 接 続 体 ２ ０ に 対 し て 抜 止 め す る た め の ビ ー ド Ｐ ｃ が 環 状 に 突 設 さ れ て い る 。 こ の ビ ー
ド Ｐ ｃ よ り 先 端 側 の パ イ プ 本 体 Ｐ ａ の 外 周 面 は 、 シ ー ル 面 Ｐ ｂ に な っ て い る 。 ビ ー ド Ｐ ｃ
の 外 周 の 一 部 に は 、 該 パ イ プ Ｐ に 分 岐 接 続 体 ２ ０ を 接 続 し た と き に 分 岐 接 続 体 ２ ０ を 回 り
止 め す る た め の 突 条 Ｐ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ２ ） － ２ 　 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 構 成
分 岐 接 続 体 ２ ０ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ （ ニ ッ プ ル ） 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ （ ニ ッ
プ ル ） を 備 え 、 こ れ ら を 樹 脂 で 一 体 に 成 形 す る こ と に よ り 構 成 さ れ 、 さ ら に パ イ プ Ｐ を 接
続 す る た め の Ｏ リ ン グ か ら な る シ ー ル 部 材 ２ ８ 、 シ ー ル 部 材 ２ ８ を 支 持 す る ス ペ ー サ ２ ９
お よ び パ イ プ 固 定 部 材 ３ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 コ ネ ク タ ２ ２ の 軸 方 向 の 長 さ Ｌ １ は 、 ４ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ の 軸 方 向 の
長 さ Ｌ ２ は 、 ３ ５ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ の 軸 方 向 の 長 さ Ｌ ３ は 、 ２ ５ ～ ３ ５ ｍ ｍ で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 コ ネ ク タ ２ ２ の 第 １ 方 向 ｄ １ （ 軸 方 向 ） と 第 １ 接 続 部 ２ ４ の 第 ２ 方 向 ｄ ２ （ 軸 方
向 ） と の な す 角 度 を θ ｍ と し 、 上 記 第 １ 方 向 ｄ １ と 第 ２ 接 続 部 ２ ６ の 第 ３ 方 向 ｄ ３ （ 軸 方
向 ） と の な す 角 度 を θ ｓ と す る と 、 θ ｍ が ４ ５ ～ ７ ０ ゜ で あ り 、 θ ｓ が ６ ５ ～ ９ ０ ゜ で あ
る 。 な お 、 θ ｍ お よ び θ ｓ を 上 記 範 囲 に 設 定 し た 理 由 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ２ ） － ３ 　 コ ネ ク タ ２ ２
コ ネ ク タ ２ ２ は 、 環 状 の 筒 体 の コ ネ ク タ 本 体 ２ ２ ａ を 備 え て い る 。 コ ネ ク タ 本 体 ２ ２ ａ に
は 、 パ イ プ Ｐ を 挿 入 す る た め の パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の パ イ プ 挿 入 孔
２ ２ ｂ と パ イ プ Ｐ の シ ー ル 面 Ｐ ｂ と の 間 に は 、 シ ー ル 部 材 ２ ８ 及 び ス ペ ー サ ２ ９ が 介 挿 さ
れ て い る 。 シ ー ル 部 材 ２ ８ は 、 パ イ プ Ｐ の シ ー ル 面 Ｐ ｂ に 対 し て シ ー ル し て い る 。 ス ペ ー
サ ２ ９ は 、 シ ー ル 部 材 ２ ８ の 側 面 に 当 た っ て 該 シ ー ル 部 材 ２ ８ の が た つ き を 防 止 し て い る
。 ま た 、 コ ネ ク タ 本 体 ２ ２ ａ の パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ に お け る 図 示 右 側 の 開 口 に は 、 ス ト ッ
パ ２ ２ ｃ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の ス ト ッ パ ２ ２ ｃ は 、 シ ー ル 部 材 ２ ８ の 移 動 を 規 制 す る も
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の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ は 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 コ ネ ク タ 本 体 ２ ２ ａ に は 、 周 方 向 に 沿 っ て
４ カ 所 の 係 止 用 ス リ ッ ト ２ ２ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 パ イ プ 固 定 部 材 ３ ０ は 、 コ ネ ク
タ 本 体 ２ ２ ａ の 外 周 面 に 装 着 さ れ る Ｃ 字 形 状 の 抜 止 本 体 ３ ２ と 、 抜 止 本 体 ３ ２ の 内 周 側 か
ら ５ カ 所 突 設 さ れ た 係 止 爪 ３ ４ を 備 え て い る 。 各 係 止 爪 ３ ４ は 、 各 係 止 用 ス リ ッ ト ２ ２ ｄ
に 挿 入 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に パ イ プ 固 定 部 材 ３ ０ が コ ネ ク タ ２ ２ に 装
着 さ れ る こ と で 、 コ ネ ク タ ２ ２ が パ イ プ Ｐ に 対 し て 抜 止 さ れ る 。 さ ら に 、 コ ネ ク タ 本 体 ２
２ ａ に は 、 パ イ プ Ｐ の 突 条 Ｐ ｆ に 係 合 す る こ と で 分 岐 接 続 体 ２ ０ を 周 り 止 め す る 係 止 溝 ２
２ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ２ ） － ４ 　 第 １ 接 続 部 ２ ４
図 ３ に 戻 り 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ か ら 分 岐 形 成 さ れ 、 パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ に
接 続 さ れ る 主 流 路 ２ ４ ａ を 備 え て い る 。 第 １ 接 続 部 ２ ４ の 外 周 部 に は 、 主 ホ ー ス Ｈ １ の 抜
止 を 防 止 す る 抜 止 突 起 ２ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 主 ホ ー ス Ｈ １ は 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ に 板 バ
ネ ク リ ッ プ Ｃ Ｐ １ で 締 結 さ れ る こ と に よ り 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 主 ホ ー ス Ｈ １ は 、 例 え ば
、 φ ３ ３ ｍ ｍ の 内 径 で 、 肉 厚 ４ ． ５ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ２ ） － ５ 　 第 ２ 接 続 部 ２ ６
第 ２ 接 続 部 ２ ６ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ か ら 分 岐 形 成 さ れ 、 パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ に 接 続 さ れ る 副
流 路 ２ ６ ａ を 備 え て い る 。 第 ２ 接 続 部 ２ ６ の 外 周 部 に は 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ の 抜 止 を 防 止 す る
抜 止 突 起 ２ ６ ｂ が 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 副 ホ ー ス Ｈ ２ は 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に 板 バ ネ ク リ
ッ プ Ｃ Ｐ ２ で 締 結 さ れ る こ と に よ り 接 続 さ れ る 。 こ こ で 副 ホ ー ス Ｈ ２ は 、 例 え ば 、 φ ９ ｍ
ｍ の 内 径 で 、 肉 厚 ３ ． ５ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ３ ） 　 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ の 配 策 作 業
自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 Ｗ Ｃ の 配 策 作 業 を す る に は 、 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 接 続 部
２ ４ に 主 ホ ー ス Ｈ １ を 第 ２ 方 向 ｄ ２ に 圧 入 し 、 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に 副 ホ ー ス Ｈ ２ を
第 ３ 方 向 ｄ ３ へ 圧 入 す る 。 そ の 後 、 板 バ ネ ク リ ッ プ Ｃ Ｐ １ ， Ｃ Ｐ ２ な ど を 用 い 、 第 １ 接 続
部 ２ ４ お よ び 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に お い て 、 主 ホ ー ス Ｈ １ お よ び 副 ホ ー ス Ｈ ２ の 外 径 側 か ら 締
め て 締 結 す る 。 一 方 、 パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ に は 、 シ ー ル 部 材 ２ ８ お よ び ス ペ ー サ ２ ９ を 装
着 す る 。 そ の 後 、 パ イ プ 固 定 部 材 ３ ０ を 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 外 周 部 に 装 着 す る 。 こ れ に よ り
、 分 岐 接 続 体 ２ ０ が 自 動 車 の 組 立 ラ イ ン へ 接 続 さ れ る た め の 準 備 を 終 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
自 動 車 の 組 立 ラ イ ン に て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 主 ホ ー ス Ｈ １ を 手 で 掴 む と と も に 、 コ ネ ク
タ ２ ２ の パ イ プ 挿 入 孔 ２ ２ ｂ を パ イ プ Ｐ に 位 置 合 わ せ す る と と も に 、 図 ４ に 示 す 係 止 溝 ２
２ ｆ を 突 条 Ｐ ｆ に 位 置 合 わ せ す る 。 そ し て 、 主 ホ ー ス Ｈ １ を 押 す と と も に 、 副 ホ ー ス Ｈ ２
も 親 指 で 押 し て 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ の コ ネ ク タ ２ ２ を パ イ プ Ｐ に 第 １ 方 向 ｄ １ へ 押 し 入 れ る
。 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ イ プ Ｐ に 装 着 さ れ た ス ペ ー サ ２ ９ お よ び シ ー ル 部 材
２ ８ が ス ト ッ パ ２ ２ ｃ で 位 置 決 め さ れ て 、 さ ら に 分 岐 接 続 体 ２ ０ に 予 め 装 着 さ れ て い る パ
イ プ 固 定 部 材 ３ ０ が パ イ プ Ｐ の ビ ー ド Ｐ ｃ を 乗 り 越 え た 後 に 縮 径 す る こ と に よ り 引 っ か か
り 、 そ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 そ の 後 、 図 １ に 示 す よ う に 主 ホ ー ス Ｈ １ の 他 端 を ラ ジ エ ー タ
Ｒ Ｇ に 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ の 他 端 を リ ザ ー ブ タ ン ク Ｒ Ｔ に 接 続 す る こ と に よ り 、 自 動 車 用 ウ ォ
ー タ 回 路 Ｗ Ｃ が 配 策 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ４ ） 　 実 施 の 形 態 の 作 用 効 果
上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 上 述 し た 作 用 効 果 に 加 え て 、 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ４ ） － １ 　 図 ６ は コ ネ ク タ ２ ２ か ら 分 岐 し た 第 １ 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ２ 接 続 部 ２ ６ の 角
度 に つ い て 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 コ ネ ク タ ２ ２ と 第 １ 接 続 部 ２ ４ と の な す 角 度 で あ る θ
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ｍ 、 お よ び 第 １ 接 続 部 ２ ４ と 第 ２ 接 続 部 ２ ６ と の な す 角 度 で あ る θ ｓ は 、 以 下 の 条 件 に 基
づ い て 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
す な わ ち 、 θ ｍ は 、 ４ ５ ～ ７ ０ ゜ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し く 、 特 に 好 ま し く は 、 ６ ０ ～
７ ０ ゜ で あ る 。 こ れ は 、 θ ｍ が ４ ５ ゜ を 下 回 る と 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 軸 方 向 の 長 さ が 大 き
く な り 、 挿 入 作 業 が 難 し く な る か ら で あ り 、 一 方 、 θ ｍ が ７ ０ ゜ を 越 え る と 、 パ イ プ Ｐ か
ら 主 流 路 ２ ４ ａ へ 流 れ る と き に 曲 が る 角 度 が 大 き く な り 、 大 き な 流 路 抵 抗 と な っ て 好 ま し
く な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 θ ｓ は 、 θ ｍ に 応 じ て 設 定 範 囲 が 異 な る が 、 θ ｍ を ４ ５ ゜ に 設 定 し た 場 合 に は 、 ６
５ ～ ９ ０ ゜ の 範 囲 で 設 定 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 下 限 の 角 度 を ６ ５ ゜ 以 上 に 設 定 し た の は
、 以 下 の 理 由 に よ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ の コ ネ ク タ ２ ２ を パ イ プ Ｐ に 接
続 す る に は 、 主 ホ ー ス Ｈ １ を 掴 ん で 第 ２ 方 向 ｄ ２ に 力 を 加 え る と と も に 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６
を 押 す こ と に よ り 、 コ ネ ク タ ２ ２ を パ イ プ Ｐ に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 手 か ら 加 え ら れ る 力
が Ｆ ｐ と す る と 主 ホ ー ス Ｈ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に 加 え ら れ る 力 は 、 主 ホ ー ス Ｈ １ の 摩
擦 に よ る 滑 り を 考 慮 し て ほ ぼ 等 し い と 仮 定 し た 場 合 に 、 そ れ ぞ れ Ｆ ｐ ／ ２ と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 場 合 に お い て 、 第 ２ 方 向 ｄ ２ が 第 １ 方 向 ｄ １ と 異 な っ て い る の で 、 主 ホ ー ス Ｈ １ に 第
２ 方 向 ｄ ２ に 加 え た 力 Ｆ ｐ ／ ２ の う ち 、 第 １ 方 向 ｄ １ へ の 分 力 Ｆ ｍ が コ ネ ク タ ２ ２ に 加 わ
り 、 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に 加 え た 力 の う ち 、 第 １ 方 向 ｄ １ へ の 分 力 Ｆ ｓ が コ ネ ク タ ２
２ に 加 わ る 。 つ ま り 、 第 １ 方 向 ｄ １ へ の 力 Ｆ ｃ は 、 次 式 （ １ ） の よ う に Ｆ ｍ の 第 １ 方 向 ｄ
１ へ の 力 Ｆ ｍ と 、 Ｆ ｓ の 第 １ 方 向 ｄ １ へ の 力 Ｆ ｓ と の 合 計 と な る 。
Ｆ ｃ ＝ Ｆ ｍ ＋ Ｆ ｓ 　 　 　 　 ． ． ． （ １ ）
＝ （ Ｆ ｐ ／ ２ ） ・ ｃ ｏ ｓ θ ｍ ＋ （ Ｆ ｐ ／ ２ ） ・ ｃ ｏ ｓ θ ｓ
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で 、 Ｆ ｃ ＝ ０ ． ８ Ｆ ｐ と な る 条 件 、 つ ま り 、 手 か ら 加 え ら れ る 力 Ｆ ｐ の う ち 、 ８ ０ ％
以 上 の 力 が コ ネ ク タ ２ ２ に 伝 達 さ れ れ ば 作 業 性 を 高 め る こ と が で き る 条 件 と す る と 、 θ ｍ
＝ ４ ５ ゜ で あ る か ら 、 θ ｓ ＝ ６ ５ ゜ と な る 。 つ ま り 、 θ が ６ ５ ゜ を 上 回 る と 、 加 え た 力 の
８ ０ ％ 以 上 の 力 で コ ネ ク タ ２ ２ を 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ２ 接 続 部 ２ ６ が コ ネ ク タ ２ ２ に 対 し て 、 ２ 股 に 分 岐
し て 力 を 加 え や す い 位 置 関 係 お よ び 角 度 に 設 定 す る こ と に よ り 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ を エ ン ジ
ン Ｅ Ｇ に 装 着 す る 際 に 、 主 ホ ー ス Ｈ １ に 加 え た 力 を 、 コ ネ ク タ ２ ２ を 装 着 す る 大 き な 力 に
伝 達 す る こ と が で き る の で 、 装 着 す る た め の 力 が 小 さ く て も よ く 、 装 着 作 業 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ４ ） － ２ 　 第 １ 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ２ 接 続 部 ２ ６ を 第 １ 方 向 ｄ １ に 対 し て θ ｍ を ４ ５ ゜
以 上 に 、 θ ｓ を ６ ５ ゜ 以 上 に 設 定 し た の で 、 分 岐 接 続 体 ２ ０ に 接 続 さ れ る 主 ホ ー ス Ｈ １ お
よ び 副 ホ ー ス Ｈ ２ の 直 線 状 に 配 置 さ れ る 部 分 の 長 さ を 短 く で き る の で 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ と ラ
ジ エ ー タ Ｒ Ｇ と の 間 隔 が 狭 い 車 両 で あ っ て も 配 策 で き る と と も に 、 装 着 作 業 性 に 優 れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ４ ） － ３ 　 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 回 り 止 め
図 ７ は 図 ２ の ７ － ７ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 分 岐 接 続 体 ２ ０ の 第 １ 接 続 部 ２ ４ が 鉛 直 下
向 き に 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ が 鉛 直 上 向 き に 配 置 さ れ て い る の で 、 つ ま り 、 第 １ 接 続 部 ２ ４ に
接 続 さ れ る 主 ホ ー ス Ｈ １ 、 第 ２ 接 続 部 ２ ６ に 接 続 さ れ る 副 ホ ー ス Ｈ ２ が 鉛 直 線 上 に 配 置 さ
れ る の で 、 図 ７ の ２ 点 鎖 線 の よ う に 、 副 ホ ー ス Ｈ ２ を 所 定 角 度 α で 配 置 し た 場 合 よ り 、 副
ホ ー ス Ｈ ２ の 自 重 に 伴 う モ ー メ ン ト Ｍ を 小 さ く で き 、 エ ン ジ ン Ｅ Ｇ の 振 動 に よ り 分 岐 接 続
体 ２ ０ へ 加 わ る 回 転 力 を 小 さ く で き る 。 よ っ て 、 図 ４ に 示 し た パ イ プ Ｐ の 突 条 Ｐ ｆ と コ ネ
ク タ ２ ２ の 係 止 溝 ２ ２ ｆ と を 係 合 さ せ る こ と に よ り 構 成 し た 回 り 止 め の た め の 機 構 の 機 械
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的 強 度 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 こ の 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い
て 種 々 の 態 様 に お い て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 を 備 え た 自 動 車 エ ン ジ ン 周 辺 を
説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 分 岐 接 続 体 の 付 近 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 分 岐 接 続 体 を 接 続 す る 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 分 岐 接 続 体 の パ イ プ へ の 接 続 作 業 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ネ ク タ か ら 分 岐 し た 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 角 度 に つ い て 説 明 す る 説 明
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の ７ － ７ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ ． ． ． 分 岐 接 続 体
２ ２ ． ． ． コ ネ ク タ
２ ２ ａ ． ． ． コ ネ ク タ 本 体
２ ２ ｂ ． ． ． パ イ プ 挿 入 孔
２ ２ ｃ ． ． ． ス ト ッ パ
２ ２ ｄ ． ． ． 係 止 用 ス リ ッ ト
２ ２ ｆ ． ． ． 係 止 溝
２ ４ ． ． ． 第 １ 接 続 部
２ ４ ａ ． ． ． 主 流 路
２ ４ ｂ ． ． ． 抜 止 突 起
２ ６ ． ． ． 第 ２ 接 続 部
２ ６ ａ ． ． ． 副 流 路
２ ６ ｂ ． ． ． 抜 止 突 起
２ ８ ． ． ． シ ー ル 部 材
２ ９ ． ． ． ス ペ ー サ
３ ０ ． ． ． パ イ プ 固 定 部 材
３ ２ ． ． ． 抜 止 本 体
３ ４ ． ． ． 係 止 爪
Ｅ Ｇ ． ． ． エ ン ジ ン
Ｈ １ ． ． ． 主 ホ ー ス
Ｈ ２ ． ． ． 副 ホ ー ス
Ｃ Ｐ １ ， Ｃ Ｐ ２ ． ． ． 板 バ ネ ク リ ッ プ
Ｐ ． ． ． パ イ プ
Ｐ ａ ． ． ． パ イ プ 本 体
Ｐ ｂ ． ． ． シ ー ル 面
Ｐ ｃ ． ． ． ビ ー ド
Ｐ ｆ ． ． ． 突 条
Ｒ Ｇ ． ． ． ラ ジ エ ー タ
Ｒ Ｔ ． ． ． リ ザ ー ブ タ ン ク
Ｗ Ｃ ． ． ． 自 動 車 用 ウ ォ ー タ 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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